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一 般 質 問
介護要支援者はずすな

松坂市議は、今回の介護保険改定について要支援者のサービスをまるごと保険

給付の枠外に切り離すものと批判。要支援認定されれば、本人の意思にかかわり

なく市が実施する新総合事業に移行されることや、要支援者にすら慣れない「基

本チェックリスト」の使用問題などを取り上げ、要支援者を切り捨てるなと市に

迫りました。

「基本チェックリスト」に頼らず介護認定申請を積極的に受け付けるべきだと

の質問に、辻正義健康局長は「新総合事業のみの利用であっても、本人や家族の

希望がある場合は（要介護認定の）申請ができる」と答弁しました。

安心の保育の継続を

子どものためではなく保育を市場化しようとする大人の都合に子どもを巻き込

む「子ども・子育て支援新制度」について質問。保育する子どもの人数が少ない

場合、保育従事者が保育士でなくてもよいとする基準は、市としての保育責任を

ないがしろにしていると指摘しました。保育料

の負担はどうなるのかの問いに、南秀樹福祉局

長は「新制度移行後も現在と同水準になるよう

検討している」とともに、ただし私立幼稚園で

は負担増になる可能性がある」としました。新

制度で保護者が新たな負担増とならないよう求

めました。
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こんにちはかとう直人です
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中村あさと議員の一般質問

日本共産党演説会

11月8日（土）19：00～
市民会館大ホール

弁士：山下よしき書記局長

ぜひ、お越しください

森下さち子議員の一般質問

中卒まで入院費無料検討
中村議員は慢性疾患や難病の子どもの

いる家庭で、医療費無料化の遅れている

和歌山市に住み続けられるかの選択に迫

られていることなどを指摘。尾花市長が

８月の市長選で通院について小学校卒業

までの無料化をかかげたことを示し、拡

大を求めました。市長は入院について中

学校卒業までの拡大の検討を答弁し、就

学前までとなっている通院について、

「国の制度としての子どもの医療費助成

制度を早期に創設することを引き続き要

望していく」としました。

中村議員は４つの小中学校を統廃合し

小中一貫校を作る計画について「地域住

民の理解と協力が必要」と質問。原一起

教育長は「（住民と）連携を密にしてい

く」と答弁しました。

必要な人に生活保護を
森下議員は、貧困と格差が拡大する中

で生活保護を必要とする人が増えている

のに、保護が必要な人の２割程度しか生

活保護を受けられていない現状を指摘。

生活に困っているだれもがあんな新して

受けられる生活保護制度の運用を求める

とともに、来年４月実施の生活困窮者自

立支援法が生活保護を受けにくくするこ

とがないのかただしました。また、生活

保護にかかわるケースワーカーが和歌山

市の場合、１人当たりの担当世帯が121

世帯と法が定めた標準世帯数80世帯を大

きく超えていることを示し、「増員は待っ

たなし」と強く要求しました。南秀樹福

祉局長は「生活困窮者自立支援法が実施

されても）要保護者に対する対応につい

ては、生活保護法に基づくものであり従

前と変わらない」と答弁。尾花正啓市長

はケースワーカー増員について「生活支

援課の体制強化はとりくむ」としました。


